こと を 示唆す る もの だからで ある。 

防空 演習 を 非議した ために、 私が 軍部から 生活 権 を 

奪われた の は、 単に、 この 非議ば かりが 原因で はな か つ 

たろう。 私 は 信 濃 毎日に 於て、 度々 軍人 を 恐れざる 政 

治 家出で よと 言い、 また、 五. 一 五 事件 及び 大阪 のゴ— 

ストップ 事件に 関しても、 立憲 治下の 国民と して 言わ 

ねばならな いこと を 言 つ たために、 重ねが さね 彼等の 

怒 を 買った ためであろう。 安全第一 主義で 暮らす 現代 

人に は、 余計な ことで は ある けれども、 立憲 治下の 国 

民と して は、 私の 言った こと は、 言いたい ことで はな 

くて、 言わねば ならない ことであった。 そして、 これ 



がた めに、 私 は 終に、 私の 生活 権 を 奪われた ので あつ 

た。 決して 愉快な こと、 幸福な ことで はない。 

私 は 二 • 二 六 事件の 如き 不祥事 件 を 見 ざらん とする 

ため、 予め 軍部に 対して、 また 政府 当局に 対して 国民 

として 言わねば ならない こと を 言って 来た。 私 は、 こ 

れが ために 大損 害 を 被った。 だが、 結局 二. 二 六 事件 

を 見る に 至って、 今や 寺 内陸 相に よって 厳格なる 粛軍 

が 保障 さるる に 至った の は、 不幸 中の 幸福であった。 

と 同時に、 この 私が、 はかないながら も、 淡いながら 

も、 ここに 消極的の 愉快 を 感じ 得る に 至った の も、 私 

自身の 一 幸福で ある。 私 は 決して 言いたい こと を 言つ 



ている のではなくて、 言わねば ならない 事 を 言つ て い 

たの だ。 また 言って いるので ある。 

最後に、 二 • 二 六 事件 以来、 国民の 気分、 少く とも 

議会の 空気 は、 その 反動と して 如何にも 明朗に なって 

来た。 そして 議員 も 今や 安んじて —— なお 戒厳令 下に 

ありながら そ の 言 わねば ならない こと を 一一 一一 n い 得る 

ようになった。 斎 藤隆夫 氏の 質問 演説 は その 言わねば 

ならない こと を 言った 好適 例で ある。 だが、 貴族院に 

於け る津村 氏の 質問に 至 つ て は 言わねば ならない こと 

の 範囲 を 越えて、 言いたい こと を 言った ことと な つ て 

いる。 相 沢 中佐が 人 を 殺して 任地に 赴任す るの を 陸し 



からぬ というまで は、 言わねば ならない ことで あるけ 

れ ども、 下士 兵卒 は 忠誠 だが、 将校 は 忠誠で ない とい 

うに 至って は、 言いたい こと を 言った ことと なる。 

言 いたい 事と、 言わ ねばならない 事と は 厳に 区別す 

ベ きで ある。 

(昭和 十 一 年 六月) 



底本 ： 「日本の 名 随筆 別巻 S 常識」 作品 社 

1997 (平成 9) 年 6 月お 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「畜生道の 地球」 中公文庫、 中央 公論 社 

1989 (平成 元) 年^ 月 

入力 ： 渡邊 つよし 

校正 ： 門 田 裕志 

2 00 1 年 9 月^日 公開 

2 00 5年匸月2日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



